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（記事は6ページ）
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新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定

　
　
建
設
予
定
地
は
那
須
塩
原
駅
西
口

問
い
合
わ
せ

　

本
企
画
政
策
課
庁
舎
準
備
室
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那
須
塩
原
市 

新
庁
舎
建
設

 

検
索

　

既
存
本
庁
舎
の
建
て
替

え
は
、
市
民
の
関
心
も
高

く
、
本
市
の
最
重
要
事
業

の
一
つ
で
す
。

　

市
で
は
、
3
月
に
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
構

想
は
、
今
後
策
定
を
進
め

る
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
、
基
本
設
計
、
実
施
設

計
な
ど
、
具
体
的
に
個
別

事
案
の
検
討
を
行
う

際
の
指
針
と
な
る

も
の
で
、「
い
つ
」

「
ど
こ
に
」「
ど
の

よ
う
な
方
向
性
で
」

な
ど
を
想
定
し
、

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
基
本
構
想
の

概
要
と
策
定
ま
で
の
経
緯

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 新庁舎建設基本構想の基本的な考え方とは？
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新
庁
舎
の
必
要
性

で
の
検
討
も
進
め
ま
す
。

（
1
）親
し
み
や
す
い
便
利
な
庁
舎

・
窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
よ
り
手
続
き  

　

を
1
カ
所
で
済
ま
せ
ら
れ
る

・
地
域
公
共
交
通
に
配
慮
し
た
交
通
の

　

便
が
良
い

・
利
用
し
や
す
く
十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー

　

ス
が
あ
る

・
子
育
て
中
の
市
民
、高
齢
者
、障
害
者

　

に
も
使
い
や
す
い
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

　

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計

・
レ
イ
ア
ウ
ト
が
分
か
り
や
す
く
シ
ン

　

プ
ル
な
構
造

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
室

　

な
ど
が
あ
る

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
、
郵
便
局
、
銀
行

　

が
あ
る

・
コ
ン
ビ
ニ
や
軽
食
堂
が
あ
る

・
待
合
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、

　

職
員
の
窓
口
対
応
が
親
切
で
優
し
い

・
職
員
が
効
率
良
く
執
務
で
き
る

（
2
）災
害
に
備
え
た
防
災
拠
点
と
な
る

　
　
庁
舎

・
防
災
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
市
の
防

　

災
の
中
心
を
担
う

・
災
害
時
の
停
電
に
備
え
た
バ
ッ
ク

　

ア
ッ
プ
機
能
を
強
化
し
、
迅
速
な
情

　

報
発
信
と
災
害
復
旧
を
可
能
に
す
る

・
災
害
時
の
避
難
者
受
け
入
れ
が
可
能

　

で
あ
り
、
か
つ
十
分
に
備
蓄
が
あ
る

（
3
）ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
庁
舎

・
市
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン

　

ボ
ル
と
し
て
、
市
内
外
に
市
の
魅
力

　

や
地
域
情
報
を
発
信
し
、「
人
口
の

　

減
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
強
く
ア

　

ピ
ー
ル
す
る

・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
周
辺

　

に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
誘
導
し
、
市

　

街
地
形
成
を
推
進
す
る

・
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

・
地
元
産
建
材
の
活
用
な
ど
、
地
域
の

　

産
業
振
興
に
資
す
る

・
市
民
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
広

　

場
、
緑
地
を
備
え
る

（
4
）環
境
に
配
慮
し
た
経
済
的
な
庁
舎

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
導

　

入
や
省
エ
ネ
化
を
進
め
、
環
境
に
配

　

慮
す
る

・
維
持
管
理
費
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る

・
緑
地
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、ゆ
と
り
、

　

う
る
お
い
、
安
心
感
が
あ
る

（
5
）開
か
れ
た
議
会
を
推
進
す
る
庁
舎

・
来
庁
し
た
市
民
が
議
会
に
興
味
や
関

　

心
が
持
て
る
よ
う
議
会
活
動
を
可
視

　

化
す
る

　

新
庁
舎
の
規
模
は
、
延
床
面
積
が
お

お
む
ね
1
万
9
千
㎡
、
敷
地
面
積
が
お

お
む
ね
3
万
㎡
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
の
整
備
位
置
は
、「
合
併
協

定
に
基
づ
き
那
須
塩
原
駅
周
辺
と
す
る

こ
と
」「
那
須
塩
原
駅
か
ら
半
径
1
㎞

以
内
と
す
る
こ
と
」「
3
万
㎡
程
度
の

面
積
を
四
角
形
に
近
い
形
で
確
保
で
き

る
こ
と
」
と
い
う
3
つ
の
条
件
に
基
づ

き
選
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
最
も
評
価
の
高
か
っ
た

前
弥
六
南
町
７
番
12
を
新
庁
舎
建
設
用

地
と
し
て
、今
後
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

財
源
は
、
平
成
19

年
度
か
ら
積
み
立
て

を
開
始
し
た
新
庁
舎

整
備
基
金
の
ほ
か
、

有
利
な
地
方
債
や

国
・
県
な
ど
の
補
助

金
を
活
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
ま
す
。

　

整
備
時
期
は
、
下

記
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
想
定
し
、
平
成
30

年
度
末
の
完
成
を
目

指
し
て
、
検
討
・
整

備
を
進
め
ま
す
。

平成 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
整備時期の概要（想定）

実施設計 建築工事基本計画
基本設計

　

こ
れ
ま
で
、
既
存
本
庁
舎
の
課
題
解

決
の
方
策
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検

討
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
構
造
的

な
問
題
、
防
災
上
の
問
題
の
解
消
な
ど

は
、
増
改
築
で
は
限
界
が
あ
り
、
既
存

本
庁
舎
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
新
庁
舎
の
建
設
が
不
可
欠
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
は
、
既
存
本
庁
舎
の
課

題
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
の
抑
制
は
も
と

よ
り
、
次
の
３
つ
を
柱
と
し
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

（
1
）利
便
性
の
更
な
る
向
上

　

適
正
な
窓
口
ス
ペ
ー
ス
や
事
務
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
、
構
造
的
な
問
題
の
解

消
、
機
能
分
散
化
の
解
消
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
を
検
討

し
ま
す
。

（
2
）防
災
機
能
の
強
化

　

防
災
拠
点
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
検
討
し
ま
す
。

（
3
）ま
ち
づ
く
り
の
更
な
る
推
進

　

庁
舎
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　　

前
述
の
3
つ
の
柱
を
念
頭
に
、
新
庁

舎
の
基
本
的
な
方
向
性
を
次
の
5
つ
と

し
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
で
快
適
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
面

5
つ
の
基
本
的
な
方
向
性

規
模
と
整
備
位
置

財
源
と

　

整
備
時
期

基本構想
策定済み

 新庁舎建設基本構想の基本的な考え方とは？
既存本庁舎の課題を整理し、新庁舎の必要性・方向性・規模・位置などを示す

基本構想
の概要

【建設予定地図】

●

那須塩原駅

整備位置（建設予定地）

1㎞
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基
本
構
想
の
中
で
、
既
存
本
庁
舎
の

課
題
を
8
つ
の
項
目
に
整
理
し
ま
し

た
。
と
り
わ
け
①
狭
さ
の
問
題
が
、
行

政
機
能
の
分
散
化
や
市
民
ス
ペ
ー
ス

の
不
足
を
招
く
要
因
に
な
っ
て
い
て
、

市
民
の
利
便
性
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

①
庁
舎
の
狭
さ

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
そ
れ
に

伴
う
事
務
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
窓

口
の
狭
あ
い
化
が
進
み
、
待
合
ス
ペ
ー

ス
や
執
務
ス
ペ
ー
ス
、
相
談
室
な
ど
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

②
構
造
的
な
問
題

　

正
面
玄
関
か
ら
全
体
が
見
渡
せ
ず
、

ど
こ
の
課
に
行
け
ば
い
い
の
か
が
分
か

り
に
く
い
た
め
、
総
合
窓
口
案
内
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
に
向

け
て
抜
本
的
に
構
造
を
見
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

③
行
政
機
能
の
分
散

　

窓
口
の
分
散
化
に
よ
り
、
市
民
の
利

便
性
と
行
政
効
率
の
低
下
を
招
い
て
い

ま
す
。

④
防
災
上
の
問
題

　

非
常
用
電
源
の
整
備
が
十
分
で
な
い

な
ど
、
危
機
管
理
機
能
を
備
え
た
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

↑市民が多く訪れる 1階窓口の
　スペース確保が課題

↑市民課前の待合スペース。座席数が
　少なく、窓口から若干離れています

↑正面玄関を入ると階段があ
　り、全体が分かりにくい構造

↑建築指導課など複数の課が、
　別館（東庁舎）にあります

 　基本構想策定に当たり
　　　　市民などの意見を集約

市民アンケート、
パブリックコメン
トなどを実施

　基本構想の策定に当たり、昨年 5 月から学識経
験者、市内団体の代表者、公募市民などで構成す
る庁舎建設市民検討懇談会で議論を重ねました。
　また、市民アンケートの調査結果、パブリック
コメントでの市民の意見、市議会からの提言など
各方面から幅広く意見を集約し、それらの意見を
できる限り基本構想に反映させました。
　ここで、庁舎建設市民検討懇談会などで整理し
た既存本庁舎の課題と、2 月 9 日から 3 月 8 日に
かけて実施した「新庁舎建設基本構想（案）」へ
の意見募集（パブリックコメント）の結果をお知
らせします。

【パブリックコメントの結果を閲覧できます】
▶意見総数　32 件
▶閲覧場所　本企画政策課、西総務税務課、
　　　　　　塩総務福祉課
▶閲覧時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　　　　　　（土・日曜、祝日、12 月 29 日から 1
　　　　　　月 3 日までを除く）
※窓口での閲覧のほか、市ホームページでも確認
　できます。

■基本構想策定までの経緯
時期 検討の内容

平成26年5月 第 1 回庁舎建設市民検討懇談会
・既存本庁舎の現状、新庁舎建設の経緯など

 8月
第 2 回庁舎建設市民検討懇談会
・既存本庁舎の課題、新庁舎に求められサー
　ビス内容など

9月
第 3 回庁舎建設市民検討懇談会
・新庁舎の必要性、支所機能の在り方、新庁
　舎の規模算出の考え方など

10月 第 4 回庁舎建設市民検討懇談会
・先進地視察（東京都立川市役所、青梅市役所）

12月

新庁舎建設に関する市民アンケートを実施。
アンケート項目は、新庁舎建設で重視するこ
と、新庁舎に加えたい機能など
第 5 回庁舎建設市民検討懇談会
・新庁舎の整備時期、候補地、財源など

平成27年1月 市議会から基本構想策定に当たっての提言を
受理

2月
第 6 回庁舎建設市民検討懇談会
・これまでの意見、提言を踏まえて「新庁舎
　建設基本構想（案）」をまとめる

2～3月「新庁舎建設基本構想（案）」のパブリックコ
メントを実施し、市民の意見を集約

3月 市議会において「新庁舎建設基本構想」を
承認

既存本庁舎の課題を 8つの項目に整理　
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⑤
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
限
界

　

建
設
当
時
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

に
配
慮
し
た
設
計
思
想
が
希
薄
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対

応
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
施
設
の
老
朽
化

　

築
30
年
以
上
が
経
過
し
、空
調
設
備
、

電
気
設
備
、
給
排
水
設
備
な
ど
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う

維
持
管
理
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
抜
本
的
に
維
持
管
理
費
の
軽

減
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑦
市
民
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

　

市
民
が
交
流
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
活
動
の
情
報

な
ど
を
受
発
信
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

⑧
既
存
本
庁
舎
の
位
置
の
問
題

　

分
か
り
に
く
い
場
所
に
位
置
し
て
い

る
こ
と
に
加
え
、
交
通
機
関
の
集
ま
る

駅
周
辺
に
立
地
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
自
家
用
車
な
ど
の
移
動
手
段
が
な

い
人
に
不
便
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　　　

↑階段の段差が高く、高齢者などに
　とって使いにくい状況

↑地下 1階にある電力・動力の監視室。
　省エネに配慮した設備が求められます

↑現在の市民室には、展示などをするス　
　ペースがほとんどありません

↑市民アンケートの結果、約 9割が車
　で来庁しています

項目 意見の要旨 市の考え方
既
存
本
庁
舎

の
課
題

 新庁舎を建設し本庁方式を採用すれば、現在の維持管
 理費や人員が大幅に削減される一方で、市民に対する
 サービスはもっと良くなるのですか。

 維持管理費は、イニシャルコストだけではなく、将来
 的なランニングコストも見据え、検討していきたいと
 考えます。人員は、支所の在り方を検討する際に併せ
 て検討したいと考えます。

求
め
ら
れ

る
機
能

 郵便局や軽食堂などの付帯施設は、駐車場や建設費が
 増加するため必要がないと思います。

 市庁舎は、多くの人たちが来庁する場所です。そのため、
 必要な付帯施設は、ご意見や市民アンケートの結果な
 どを参考とし、検討したいと考えます。

基
本
的
な
方
向
性

 今後、長期に渡って人口減が発生する可能性が有るが、
 負担のかからない効率の良い庁舎を建設してほしい。

 イニシャルコストだけではなく、将来的なランニング
 コストも見据え、検討したいと考えます。

 地域産業や地場観光などを紹介するとともに、軽食堂
 などで地場食材を使った飲食物を提供し、地域産品の
 活用・ＰＲを図ってほしい。

 地域産業や地場産品、観光情報などをはじめとする市
 の魅力を情報発信することは、産業振興や市のＰＲな
 どの観点からも重要であり、検討したいと考えます。

 市庁舎は、市の象徴として写真や動画で紹介され、ま
 た候補地の場所に建設されるとすれば、新幹線の車窓
 から望む風景のアクセントとなるため、周辺の景観・
 環境と調和するように建設してほしい。

 新庁舎の景観は、建物の階数や配置計画などと密接な
 関係があるため、今後、検討したいと考えます。また、
 環境は、維持管理費を低減する庁舎として検討したい
 と考えます。

 市庁舎は、職員が事務遂行し、市民が所用の手続きに
 訪れるだけの場所ではありません。市民や外来者が気
 軽に立ち寄り、交流や情報の取得・交換ができる施設
 とすべきであり、市庁舎を市民に開かれた市民のため
 の庁舎とする必要があると思います。

 安心で快適な市民サービスが提供できるよう、職員の
 窓口対応などソフト面での検討も加えていきたいと考
 えます。

整
備
時
期

 東京オリンピック関係施設と整備時期が重なり、資材
 費、人件費などの高騰は必至で、特に平成 29 ～ 31 年
 がピークと言われています。

 整備時期は現段階の想定であり、ご意見をいただきま
 した内容と併せて、消費税の増税などの社会情勢の変
 化や市全体の財政状況などを総合的に勘案し、検討し
 たいと考えます。

パブリックコメントの代表的な意見を紹介します　
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アプリ配信始めました
広報なすしおばらがさらに身近に！

って？

の利用方法

ダウンロードはこちら

の便利な特徴

○登録・利用は無料ですが、通信料は有料です
○アプリ内に広告が表示されますが、この広告はアプリ運営のためのもの
　であり、那須塩原市とは関係ありません
○アプリ導入による不具合などについて、市では責任を負いません

＜iOS版＞ ＜Android版＞

4月からスマートフォン用の広報紙配信アプリ「 i
アイ

広報紙」で、広報なすしおばらの配信を開始！
広報なすしおばらの気になる記事を、いつでもどこでもチェックできます。
スマートフォンやタブレット端末を持っている人は、今すぐ登録！！

▶アプリをインストール
ス マ ホ 端 末 の QR コ ー ド ス
キャナを使って、下のＱＲコー
ド を 読 み 取 る。（App Store
や Google Play で「 i 広報紙」
と検索してもダウンロードで
きます）

▶アプリを起動し初期設定
インストールされたアプリを起
動し、個人設定のページで①性
別、②生年月、③お住まいの地域、
④気になる地域（オプション※1）、
⑤興味のある分野（任意選択）を
設定し、登録。

▶後は広報紙にアクセス
トップページに、登録した自
治体の最新号の広報紙が表示
されます。バックナンバーペー
ジから、過去の広報紙を閲覧
することも可能※2。

※2 アプリ導入開始以前の広
報紙は、アップロードし
ていません。

※1　　広報紙を閲覧したい自治体
　　を任意で登録できます。

注意

▼

▶問い合わせ　本シティプロモーション課　☎0287（62）7109

簡単操作で楽に閲覧登録・利用が無料
登録・利用に費用はかかり
ません。住んでいる自治体
のほかに、気になる自治体
の広報紙も 1 カ所まで登録
可。（例）居住地＋出身地

最新の広報紙が発行される
と、自動で端末にメッセー
ジが届く " プッシュ通知機
能 " つきです。発行日を確
認する必要がありません。

気になる記事を切り抜いて
画像として保存できるスク
ラップ機能も。保存した画
像などは SNS などでシェ
アも可能です。

場所を問わずに読めるほ
か、ページを拡大・縮小し
たり、スワイプ（指でなぞ
る操作）でページを簡単に
めくれます。

発行日は自動で通知 気になる記事をシェア
　自治体が発行する広報紙をスマートフォンやタブ
レット端末で読むことができる無料アプリです。民
間企業が開発し、全国で160自治体（4月1日現在）
が利用しています。
　手軽に広報紙が読めることで注目され、新聞など
で紹介されました。携帯端末を持っている人におす
すめのアプリです。
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栃木県議会議員選挙　投開票結果

【投票区別投票率】

投票区   投票所 投票率 投票区   投票所 投票率 投票区   投票所 投票率

1 黒磯保健センター 44.51 16 野間分館 38.94 31 西公民館 37.19

2 いきいきふれあい
センター 41.34 17 佐野分館 47.51 32 南赤田公民館 43.43

3 稲村公民館 39.06 18 東那須野公民館 41.46 33 那須野が原博物館 36.03

4 東原小学校 34.83 19 沓掛集落センター 36.42 34 三島小学校 35.95

5 黒磯中学校 39.96 20 大原間小学校 38.46 35 西那須野公民館 44.30

6 那須塩原市役所 40.65 21 波立小学校 38.14 36 第一南公民館 49.14

7 豊浦小学校 33.43 22 高林小学校 37.53 37 上井口公民館 38.19

8 日新中学校 32.37 23 穴沢小学校 33.73 38 狩野公民館 41.36

9 とようら公民館 37.07 24 戸田多目的
集会施設 38.38 39 新南公民館 34.70

10 埼玉小学校 33.18 25 青木一区多目的
研修センター 31.07 40 塩原支所 48.41

11 厚崎公民館 30.40 26 西那須野支所 42.38 41 ハロープラザ 42.14

12 東原地域活動
センター 33.15 27 大山公民館 36.31 42 金沢小学校 46.69

13 寺子小学校 50.14 28 二つ室公民館 33.19 43 大貫小学校 38.75

14 越堀自治公民館 46.13 29 一区町公民館 31.68 44 横林小学校 41.40

15 鍋掛公民館 31.19 30 二区町公民館 31.04  

( 単位：％ )

結果 候補者氏名 党派名 得票数（合計） 得票数（本市）

当選 阿部　としかず 自由民主党 12,280  10,379

当選 関谷　のぶゆき 自由民主党 11,828  11,370

当選 そうま　政二　 無所属 8,224  7,809

当選 斎藤　ごうろう 無所属 7,462. 777 1,651. 291

まき　昌三　　 日本共産党 4,171  3,246

齋藤　すすむ　 無所属 764. 221 449. 708

※同一の氏の候補者が2人以上いる場合、氏のみの投票は有効投票数に応じてあん分されます。そのため、小数点以下が
　生じます。

当日有権者数 93,536 人

投票者数 35,609 人

投票率（％） 　　,,,38.07,％

問い合わせ　　選挙管理委員会事務局
☎ 0287（62）7183

【投票結果】

【開票結果】　那須塩原市・那須町選挙区〔定数 4〕

　4 月 12 日に行われた栃木県議会議員選挙の投開票結果を
お知らせします。
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「
明
る
く
！
楽
し
く
！
元
気
よ
く
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
元
気

な
歌
声
を
全
国
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

出
場
や
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
次

の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

〈
本
選
〉

　

７
月
19
日
㈰
午
前
11
時
45
分
～
午
後

　

１
時
30
分

〈
予
選
会
〉

　

７
月
18
日
㈯
午
前
10
時
45
分
～
午
後

　

５
時
頃
予
定
（
当
日
発
表
）

●
と
こ
ろ　

黒
磯
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
出
演　

予
選
を
通
過
し
た
20
組

〈
ゲ
ス
ト
〉　

〈
司
会
〉　

　

小お
だ
ぎ
り

田
切
千せ

ん

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

●
放
送
予
定　

７
月
19
日
㈰
午
後
０
時

　

15
分
～
１
時
に
総
合
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

　

オ
第
１
、
国
際
放
送
で
生
放
送

【
出
場
希
望
者
】

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
人
で
、
原
則

　

と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

※
中
学
生
は
予
選
会
・
本
選
ど
ち
ら
も

　

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

●
申
込
方
法　

郵
便
往
復
は
が
き
に
図

　

の
と
お
り
明
記
し
て
申
し
込
み

※
中
学
生
は
保
護
者
の
氏
名
と
電
話
番

　

号
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
１
人
（
組
）
で
１
通
に
限
り

　

ま
す
。

※
デ
ュ
エ
ッ
ト
な
ど
２
人
以
上
で
申
し

　

込
む
場
合
は
、
全
員
の
氏
名
（
ふ
り

　

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を
明

　

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
後
の
曲
目
・
出
場
者
の
変
更
は

　

で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み

　

〠
３
２
０-

８
５
０
２

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
出
場
係

●
申
込
期
限　

５
月
25
日
㈪
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
２
５
０
組
を

　

選
出
し
、
前
日
の
予
選
会
に
出
場
し

　

て
も
ら
い
ま
す
。

【
観
覧
希
望
者
】

●
申
込
方
法　

郵
便
往
復
は
が
き
に
図

●
申
込
期
限　
　
　

　

６
月
８
日
㈪
必
着

※
記
入
に
不
備
が
あ

　

る
と
無
効
と
な
り

　

ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
の
う
え
、

　

入
場
整
理
券
を
送

　

り
ま
す
。
入
場
整

　

理
券
は
１
歳
以
上

　

の
子
ど
も
か
ら
必

　

要
で
す
。
１
枚
で

　

２
人
ま
で
入
場
で

　

き
ま
す
。

市誕生10周年記念事業

「ＮＨＫのど自慢」出場者・観覧者募集

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

な
ど
で
の
売
買
を
目
的
と
し
た
申
し

　

込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
に

　

は
、
抽
選
対
象
外
と
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

●
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

　

応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

　

選
出
・
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、

　

N
H
K
宇
都
宮
放
送
局
か
ら
番
組

　

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
、
受
信
料
の
お

　

願
い
に
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

　

☎
０
２
８
（
６
３
４
）
９
１
５
５

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時
）

・
本
企
画
政
策
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
６

　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

15
分
）

<出場申し込みの場合>

※何も書かないで
　ください。

①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（中学・高校・
　大学生は部活動な
　ども記入）
⑧歌う曲目・歌手名
⑨その曲を選んだ理
　由

ＮＨＫ宇都宮放送局
「ＮＨＫのど自慢」　
　　　　　　出場係

返信（うら）

返信（おもて）

往信（おもて）

往信（うら）

３２０－８５０２

出場希望者の
　①郵便番号
　②住所
　③氏名

返信

往信

森山愛子

舟木一夫

※何も書かないで
　ください。

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

那須塩原市共墾社108－2
企画政策課
　「ＮＨＫのど自慢」
　　　　　　　　観覧係

返信（うら）

返信（おもて）

往信（おもて）

往信（うら）

３２５－８５０１

観覧希望者の
　①郵便番号
　②住所
　③氏名

返信

往信

< 観覧申し込みの場合 >

　

の
と
お
り
明
記
し
て
申
し
込
み

●
申
し
込
み

　

〠
３
２
５-

８
５
０
１

　

共
墾
社
１
０
８-

２　

企
画
政
策
課

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
観
覧
係
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本
市
に
テ
レ
ビ
東
京
系
列
の
人
気
番

組
「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
名

物
コ
ー
ナ
ー
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
が
や
っ
て
き
ま
す
。

●
と
き　

8
月
2
日
㈰
午
後
１
時
～

●
と
こ
ろ　

黒
磯
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

【
鑑
定
希
望
者
】

　

皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
「
お
宝
」
を

こ
の
機
会
に
鑑
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
代
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
美

術
品
か
ら
お
菓
子
の
お
ま
け
や
お
も

ち
ゃ
ま
で
、
な
ん
で
も
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
込
方
法　

お
宝
鑑
定
出
場
に
は
事

　

前
応
募
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は
所

　

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
鑑
定
品
の
写
真
を
添
え
て
、
企

　

画
政
策
課
へ
郵
送
す
る
か
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い

●
申
込
書
配
布
場
所

　

本
企
画
政
策
課
、
西
総
務
税
務
課
、

　

塩
総
務
福
祉
課
の
窓
口
に
設
置
し
て

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
申
込
期
限　

6
月
2
日
㈫
必
着

※
１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、

　

申
込
書
は
鑑
定
品
１
点
に
つ
き
１
枚

　

必
要
で
す
。

※
収
録
予
定
の
8
月
2
日
㈰
に
出
場
可

　

能
な
人
に
限
り
ま
す
。

※
古
物
売
買
免
許
の
あ
る
人
は
、
出
場

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
提
出
し
た
申
込
書
類
・
写
真
は
返
却

　

で
き
ま
せ
ん
。

※
添
付
写
真
は
、
次
に
該
当
す
る
も
の

　

３
点
以
上
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
体
像
が
分
か
る
写
真

②
主
要
な
部
分
（
絵
柄
や
文
字
な
ど
）

　

の
ア
ッ
プ
写
真

③
銘
や
落ら
っ
か
ん款
な
ど
の
写
真

●
選
考　

テ
レ
ビ
東
京
の
番
組
担
当
ス

　

タ
ッ
フ
が
行
い
ま
す
。
採
用
の
可
能

　

性
が
あ
る
人
は
テ
レ
ビ
東
京
の
番
組

「出張！なんでも鑑定団in那須塩原」
お宝鑑定出場者・観覧者募集

※ここは白紙のまま。

３２５－８５０１

観覧希望

氏名①
　　②

①の連絡先
住所：
電話：

観覧希望者の
　①郵便番号
　②住所
　③氏名

　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
直
接
連
絡
が
あ
り
ま

　

す
（
連
絡
が
な
い
場
合
は
不
採
用
と

　

な
り
鑑
定
し
ま
せ
ん
）

【
観
覧
希
望
者
】

●
申
込
方
法　

観
覧
希
望
者
は
、
図
の

　

と
お
り
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　

り
ま
す
。

※
当
選
し
た
は
が
き
1
枚
に
つ
き
2
人

　

ま
で
入
場
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

6
月
30
日
㈫

　
　
　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

　
　
　

●
抽
選
結
果
発
表

　
　
　
　

返
信
は
が
き
で
7
月
上
旬
に

　
　
　
　

発
表

　
　
　
【
共
通
事
項
】

　
　
　

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

本
企
画
政
策
課

　
　
　
　

〠
３
２
５-

８
５
０
１

　
　
　
　

共
墾
社
１
０
８-

２

　
　
　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
１
０
６

市誕生10周年記念事業

那須塩原市
　共墾社 108 － 2

「出張！なんでも
鑑定団 in 那須塩原」
　　　　　　観覧係

往信（おもて）

返信（おもて） 往信（うら）

返信（うら）

往信

返信

< 観覧申し込みの場合 >

応募を待ってるモ～！
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宅
配
便
を
活
用
し
た

　
小
型
家
電
の
回
収
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

市
で
は
、民
間
事
業
者
と
提
携
し
、

宅
配
便
を
活
用
し
た
小
型
家
電
の
回

収
サ
ー
ビ
ス
を
５
月
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
市
役
所
に
設
置
し
て
い
る

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
は
回
収

で
き
な
か
っ
た
、
投
入
口
よ
り
大
き

い
サ
イ
ズ
の
小
型
家
電
も
、
自
宅
に

い
な
が
ら
簡
単
に
回
収
に
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
事
業
者　

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

　

株
式
会
社
（
小
型
家
電
リ
サ
イ

　

ク
ル
法　

環
境
・
経
済
産
業
省

　

認
定
事
業
者
）

◆
回
収
す
る
小
型
家
電

　

パ
ソ
コ
ン
本
体
と
そ
の
周
辺
機

　

器
、
携
帯
電
話
、
ス
テ
レ
オ
、

　

電
子
レ
ン
ジ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

　

ラ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど
４
０
０
品

　

目
以
上

※
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

　

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

　

な
ど
の
特
定
家
電
製
品
は
回
収
で

　

き
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
は
削
除
し
て
か
ら
回
収

　

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
料
金　

1
箱
８
８
０
円（
税
抜
）

◆
申
込
方
法　

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

　

ン
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
申
し
込
み

◆
支
払
方
法

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
銀
行

　

ネ
ッ
ト
決
済
・
携
帯
キ
ャ
リ
ア

　

決
済

　

申
し
込
み
時
に
支
払
い

○
現
金　

回
収
時
、
宅
配
業
者

　

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
支
払
い

◆
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
や
リ

　

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

　

ン
株
式
会
社
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い

　

従
来
か
ら
の
小
型
家
電
の
回
収

方
法
に
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
個
人
情
報
を
含
む
も
の

　

個
人
情
報
を
消
去
し
た
う
え
で

　

市
役
所
本
庁
舎
・
各
支
所
・
出

　

張
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
投
入

　

し
て
く
だ
さ
い

※
投
入
口
に
入
る
も
の
に
限
る
。

◆
個
人
情
報
を
含
ま
な
い
も
の　

　

透
明
な
袋
に
入
れ
て
指
定
さ
れ

　

た
日
に
、
利
用
し
て
い
る
ご

　

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て

　

く
だ
さ
い

◆
パ
ソ
コ
ン　

個
人
情
報
を
消
去

　

し
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
那
須
塩
原

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持

　

ち
込
ん
だ
場
合
に
限
り
、
無
料

　

で
回
収
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
対
策
課

　

☎
０
２
８
７
（
62
）
７
３
０
１

＜利用方法＞
①申し込み

パソコンやスマートフォンでイン
ターネットから 24 時間申し込みで
きます
※電話での申し込みはできません。

②詰める

自宅にある 3 辺の合計が 140㎝以
内のダンボール箱などに詰めるだ
け！事業者に頼めば、事前に箱を届
けてもらうこともできます
※ 20㎏以内であれば、1 箱に何点
　でも詰められます。

③すぐ回収

佐川急便が、希望の日時に回収に行
きます。最短翌日！

 リネットジャパン  検索

小型家電回収ボックス

従
来
か
ら
の

　
小
型
家
電
回
収
方
法
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在宅高齢者の福祉サービスを紹介します
　市では、在宅の高齢者にさまざまなサービスを提供しています。サービスにより申請できる人が異なるので、
申請できるかどうか分からない場合は、問い合わせ先まで連絡してください。
問い合わせ
　　高齢福祉課☎0287(62)7137　　市民福祉課☎0287(37)6231　　総務福祉課☎0287(32)2912

【在宅高齢者向けの福祉サービス】
サービス名 サービスの内容 利用できる人 利用料金など

元気アップデイサービス
軽体操や手工芸などを行い、機
能向上や高齢者同士の交流を通
し閉じこもりを解消します

65 歳以上で、要支援・要介護認定
を受けておらず、自宅に閉じこもり
がちの人

・利用料金 1 回 100 円
・材料費などは自己負担

筋力トレーニング
（詳しくは 20 ページ）

シニアセンターで温水プールや
器具を使ったトレーニングを行
います

65 歳以上で、要支援・要介護認定
を受けておらず、運動機能の改善が
必要と思われる人

・１コース 4 カ月
・利用料金１回 300 円

配食サービス
栄養バランスの良い食事をお届
けするとともに、安否確認も行
います

65 歳以上で、一人暮らしの人や高
齢者のみの世帯で、傷病などにより
調理が困難な人

・１食につき 400 円
※所得に応じて軽減があ
　ります。

緊急通報装置の貸出
相談時や緊急時にボタンを押す
だけで、受信センターと連絡で
きる装置を貸し出します

65 歳以上で、一人暮らしの人、高
齢者のみの世帯、重度障害者と同居
している人

・無料
※ 2 ～ 3 人の協力員（緊
　急時に駆けつけてくれ
　る人）が必要です。

日常生活用具の給付
日常生活用具として、自動消火
器、火災警報器、電磁調理器、
福祉電話を給付・貸与します

65 歳以上で、低所得の一人暮らし
の人や高齢者のみの世帯、寝たきり
や認知症の高齢者で生計中心者が住
民税非課税の人

・福祉電話は、限度額を
　超えた通話料を自己負
　担

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

寝具類（掛・敷布団、毛布）の
洗濯、乾燥、消毒を行います

65 歳以上で、一人暮らしの人や高
齢者のみの世帯で、身体的な理由で
寝具の衛生管理が困難な人

・料金の１割（平成 27 年
　度は 592 円）は自己負
　担
・年２回まで利用可能

高齢者理美容料金助成
サービス

指定の店や自宅で理髪する際に
利用できる助成券を交付します

65 歳以上で、要介護１以上の人
・年間 8 枚
※申請月により交付枚数
　は変わります。

高齢者紙おむつ給付
サービス

指定の店で紙おむつ購入時に利
用できる助成券を交付します

65 歳以上で、要介護１以上かつ自
立度判定基準が規定（寝たきり高齢
者はランク B1、認知症高齢者はラ
ンクⅡa）以上で、常時おむつが必
要な人

・年間 60 枚
※申請月により交付枚数
　は変わります。
・原 則 と し て ケ ア マ ネ
　ジャーの申請になりま
　す

塩

サービス名 サービスの内容 利用できる人 利用料金

救急医療情報キットの
給付

万一の救急時に役立てるよう
に、個人の情報（かかりつけの
病院や緊急連絡先など）を記入
する用紙と保管する容器を給付
します

・65 歳以上の一人暮らしの人、ま
　たは高齢者のみの世帯
・障害者手帳の交付を受けている人
・一人暮らしの人、または日中独居
　で、持病などにより健康上の不安
　がある人

無料

【在宅高齢者・障害者・健康上の不安がある人向けの福祉サービス】
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 今月のテーマ

　

劇
場
型
勧
誘
と
は
、
複
数
の
登

場
人
物
が
現
れ
、
ま
る
で
演
劇
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
て

消
費
者
を
だ
ま
し
、
資
源
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
最
先
端
技
術
、
外
国
通

貨
な
ど
の
投
資
商
品
を
契
約
さ
せ

る
手
口
で
す
。
断
っ
て
も
「
す
で

に
あ
な
た
の
名
前
で
買
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
、
お
金
を
払
わ
な
い

と
裁
判
に
す
る
」
な
ど
と
消
費
者

を
脅
す
手
口
も
あ
り
、
巧
妙
化
、

悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
金
を
渡
す
と
そ
の

後
連
絡
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

●
“
あ
・
い
・
う
・
え
・
お
”
で

　

買
え
買
え
詐
欺
を
撃
退
！

“
あ
”　

怪
し
い
電
話
は

　
　
　
　
　
　
　
　

す
ぐ
に
切
る

“
い
”　

い
つ
も
情
報
集
め
よ
う

“
う
”　

う
の
み
に
し
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
う
け
話

“
え
”　

遠
慮
し
な
い
で
す
ぐ
相
談

“
お
”　

お
金
は
絶
対
渡
さ
な
い

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
！

☆
買
え
買
え
詐
欺
撃
退
の

　
　
　
　
　
　
“
あ
”
が
重
要
！

　
「
名
義
を
貸
し
て
」「
選
ば
れ
た

人
し
か
買
え
ま
せ
ん
」「
権
利
を

高
値
で
買
い
取
る
」
な
ど
と
も
う

け
話
を
持
ち
か
け
て
く
る
勧
誘
電

話
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

〈
電
話
を
切
る
こ
と
ば
〉

・
お
断
り
し
ま
す

・
い
り
ま
せ
ん

・
必
要
あ
り
ま
せ
ん

・
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん

・
一
切
取
引
を
行
う
つ
も
り
は
あ

　

り
ま
せ
ん

・
電
話
を
切
り
ま
す

・
も
う
電
話
を
か
け
な
い
で
く
だ

　

さ
い

☆
絶
対
に
お
金
を
支
払
わ
な
い

　

一
度
被
害
に
あ
っ
た
人
に
「
被

害
を
取
り
戻
す
」
な
ど
と
言
っ
て

お
金
を
だ
ま
し
と
る
手
口
も
増
え

て
い
ま
す
。
絶
対
に
お
金
を
支
払

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

買え買え詐欺（劇場型勧誘）
に気をつけて！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

ご遺族の皆さんへ　第十回特別弔
ちょういきん

慰金が支給されます

　戦後 70 周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者などの尊い犠牲に思いをいたし、
国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者などのご遺族に特別弔慰金を支給するものです。

▶支給対象者
　平成 27 年４月１日（基準日）時点で、「恩給
　法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺
　族等援護法による遺族年金」などを受ける人
　（戦没者などの妻や父母など）がいない場合に、
　次の順位による先順位のご遺族 1 人に支給

（1）平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺
　 族等援護法による弔慰金の受給権を取得した 
    人

（2）戦没者などの子
（3）戦没者などの
　　①父母
　　②孫
　　③祖父母
　　④兄弟姉妹
※戦没者などの死亡当時、生計関係があったこ 
　となどの要件を満たしているかどうかによっ
　て順番が入れ替わります。

（4）前述（1）から（3）以外の戦没者などの三親等
　内の親族（おい、めいなど）
※戦没者などの死亡時まで引き続き 1 年以上の 
   生計関係があった人に限ります。

▶支給内容
　額面 25 万円、5 年償還の記名国債
※記名国債とは、償還金の受取人が決まってい
　る国債のことです。

▶請求方法
　請求窓口に相談してください。相談後、請求
　に必要な書類をお知らせします

▶請求窓口
　本社会福祉課、西市民福祉課、塩総務福祉課、
　箒根出張所

▶請求期限
　平成 30 年 4 月 2 日まで
※請求期限を過ぎると第十回特別弔慰金を受け
　ることができなくなりますので、注意してく
　ださい。

▶問い合わせ
　本社会福祉課　☎ 0287（62）7135
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  問い合わせ   
  　シティプロモーション課
  ☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

　市では、毎年広報モニター（まちかど通信員）の皆さんと協力して広報な
すしおばらを作成しています。
　今回は平成 26 年度の広報モニターとしてお世話になった５人から、活動
の締めくくりとして１年間の活動の感想をいただきました。

　広報モニター後記　～モニター活動を通して～

　まちかど通信員として活動し、那須
塩原の魅力や素晴らしさを発見・体験
することができました。
　また、豊かな自然と人々の躍動、地
域のつながりを大切にする市だと実感
しました。
　これからも明るく希望のある那須塩
原、市民が活躍でき、人々が温かく、
自主性があり積極的な那須塩原である
ことを願っています。
　　　　　　　　　　　　　藤崎　清

　１年間まちかど通信員として活動に参加できて、
とても勉強になりました。
　取材でも、皆さん快く応じていただき、どれも記
憶に深く残ることばかりでした。
　また、１年間ともに通信員として活動した皆さん
にも感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうござ
いました。

星　幸子

　１年間お世話になりました。いろいろなことに遭
遇し、思い通りの働きができないこともありました。
　それでも、自分が住んでいるまちのことがいろい
ろ分かり、本当に勉強になりました。那須塩原でが
んばっている皆さんには脱帽です。
　本当にありがとうございました。

堀畑　秀子

　まちかど通信員として活動し、これまで気付くこ
とのできなかった広報誌の重要性を学ぶことができ
ました。
　多くの市民の皆さんに読んでもらうための誌面作
りとそのための作業。広報担当の皆さんに感謝して
います。

若倉　健

　１年間まちかど通信員として活動する中には、大
変なこともありました。
　それでも活動の中で、小さな子どもから高齢者ま
で、みんなが一緒になって催し物などを行っている
ところを見ることができ、とても魅力を感じました。
貴重な体験ができたと思います。

渡辺　和浩

詩吟道場を取材。歌を吟ずる子どもたち
の真剣な姿に感動しました

元
気
ア
ッ
プ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪

問
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

印
象
的
で
し
た

予
約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
に
体
験
乗
車
。

ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た

そ
す
い
ス
ク
エ
ア
A
Q
U
A
S

を
紹
介
。
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

お
店
や
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
！

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
作
業
員
が
手
作
業
で
分
別
し

て
い
る
姿
に
び
っ
く
り
！
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お
知
ら
せ

障
害
者
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
は
税
金
が
減

免
さ
れ
ま
す

　

障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
な
ど
の
う
ち
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

減
免
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
で
す
の
で
、
該
当
す
る
場

合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
減
免
さ
れ
、
利

用
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合
は
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
減
免
の
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ

　

て
い
て
、
別
表
に
該
当
す
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

　

い
る
人
の
う
ち
一
定
の
要
件
に

　

該
当
す
る
人
（
詳
細
な
要
件
は

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
て

　

障
害
の
程
度
が
A
、
A
１
、
A

　

２
の
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
や

　

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精

　

神
通
院
医
療
に
限
る
）
を
交
付

　

さ
れ
て
い
て
、
障
害
の
程
度
が

　

１
級
の
人

▼
減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車

①
障
害
者
本
人
が
所
有
し
運
転
す

　

る
車

②
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
た
め

　

に
運
転
す
る
場
合
で
、
次
の
い

別表
障害の種類 障害の級別

 視覚障害  1級～4級の各級

 聴覚障害  2級か3級

 平衡機能障害  3級

 音声機能・言語機能
 またはそしゃく機能障害  3級(※1）

 上肢不自由  1級か2級

 下肢不自由  1級～6級の各級(※2)

 体幹不自由  1級・2級・3級・5級の
 いずれか(※2)

 乳幼児期以前の
 非進行性の脳病変に
 よる運動機能障害

 上肢機能障害  1級か2級

 移動機能障害  1級～6級の各級(※2)

 心臓機能障害、じん臓機能障害、
 呼吸器機能障害、ぼうこうまたは
 直腸機能障害、小腸機能障害

 1級か3級

 ヒト免疫不全ウイルスによる
 免疫機能障害  1級～3級の各級
 肝臓機能障害

 ※1：障害者本人が運転し、かつ、こう頭摘出による
 　　  音声機能障害がある場合に限る

 ※2：生計を一にする者や常時介護する者が運転する場合は、
　　 1級～3級の各級に限る

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
所
有

　

す
る
車

・
障
害
者
本
人

・
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

・
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人

※
減
免
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
障

　

害
者
１
人
に
つ
き
１
台
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
か
軽

　

自
動
車
税
口
座
振
替
通
知
書

　
（
５
月
８
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

　

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

　

者
保
健
福
祉
手
帳
（
自
立
支
援

　

医
療
受
給
者
証
も
あ
わ
せ
て
）

　

の
い
ず
れ
か

・
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
納
税
義
務
者
の
印
か
ん

▼
申
請
先　

本
課
税
課
、
西
総
務

　

税
務
課
、
塩
総
務
福
祉
課
、
箒

　

根
出
張
所

▼
申
請
期
限　

５
月
25
日
㈪

※
福
祉
車
両
な
ど
に
関
す
る
減
免

　

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
課
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
７
９

〈
普
通
自
動
車
の
減
免
に
つ
い
て
〉

○
大
田
原
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
１

食品の放射性物質簡易検査結果（平成27年2～3月分）
　2～3月に実施した6件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施している簡易
検査です。検査結果については参考としてください。なお、検体名は依頼者の申告によるものです。
　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

シイタケ 2 160.7 447.3 2
フキノトウ 1 不検出 不検出 1

ホウレンソウ 2 不検出 不検出 2
もち米（玄米） 1 7.6 7.6 1

合計 6 ― ― 3 1 2
※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。ただし、セシウム 134 とセシ
　　ウム 137 のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を目安
　　にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。

問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

塩
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

▶とき　6月15日㈪
▶開放時間　1施設につき最大2時間（プールは除く）。当日施設が空いている場合には、延長して利用可能
▶申込開始日　5 月 18 日㈪
▶その他　・空きがあれば当日の利用も可能です（事前に各施設に問い合わせてください ）
　　　　　・夜間照明の使用料は有料になります

「県民の日」にあわせて　　　　　　を　　　　　　します体育施設 無料開放

施設名 開放時間 申し込み・問い合わせ

 くろいそ運動場
 補助球場　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 体育館・武道館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 その他の施設　　午前 8 時 30 分～午後 9 時

　くろいそ運動場
　☎ (60)1113

 那珂川河畔運動公園  各施設　午前 8 時 30 分～午後 5 時

 青木サッカー場
 体育館　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 天然芝グラウンド　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 人工芝グラウンド　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

　青木サッカー場
　☎ (60)5058

 にしなすの運動公園

 多目的運動広場　午前 8 時 30 分～午後 5 時
 体育館　　　　　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 プール　　　　　午前 9 時 30 分～午後 8 時 30 分
 ※プールは午後 0 時 30 分～ 1 時 30 分、
 　午後 4 時 30 分～ 5 時 30 分に休憩があります。

　にしなすの運動公園
　☎ (36)4785

 三島体育センター  グラウンド・テニスコート　午前 8 時 30 分～午後 9 時
 その他の施設　　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

　三島体育センター
　☎ (36)4787

 塩原B＆G海洋センター
 体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
 プール　午後１時～ 8 時
 ※プールは、午後 4 時～ 5 時に休憩があります。 　塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター

　☎ (32)5255
 関谷南公園  関谷南公園野球場　午前 8 時 30 分～午後 9 時

 その他の施設　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 塩原運動公園

この機会に家族や友人の皆さんを誘い、さわやかな汗を流してみませんか。

平
成
27
年
度
の
所
得
証
明

書
な
ど
の
発
行
開
始
時
期

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
分
の
所
得
証
明

書
、
所
得
・
課
税
証
明
書
は
、
次

の
時
期
か
ら
窓
口
で
の
発
行
を
開

始
し
ま
す
。

○
市
県
民
税
が
特
別
徴
収
（
給
与

　

天
引
き
）
の
人

　
　
　
　
　

→
5
月
8
日
㈮
か
ら

○
そ
れ
以
外
の
人

　
　
　
　
　

→
6
月
15
日
㈪
か
ら

※
コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
取
得
す

　

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
翌
日
か

　

ら
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
課
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
７
９

５
月
11
日
～
20
日
は“
春
の

交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み

運
動
期
間
”で
す

　

こ
の
季
節
は
、
通
学
に
慣
れ
な

い
新
入
学
児
童
や
、
散
歩
を
楽
し

む
高
齢
者
の
姿
を
多
く
見
か
け
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
歩
行
者
を
見
か

け
た
ら
、
減
速
・
徐
行
・
一
時
停

止
を
す
る
な
ど
、“
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
”を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
は
自
転
車
事
故
が

多
発
し
ま
し
た
。
自
転
車
も
ル
ー

ル
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

犬はつないで飼いましょう

犬の放し飼いによるトラブルが増えています。
犬を外に出す場合には、首輪や
ハーネスが抜けないよう、
しっかり装着しましょう。　

～放し飼いによるトラブルに注意を～

▶問い合わせ　本環境管理課

▼
運
動
の
ね
ら
い

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の

　
　
　
　
　
　
　

交
通
事
故
防
止

〈
安
全
運
転
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
子
ど
も
や
高
齢
者
に
優
し
い

　

３
Ｓ
運
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

②
自
転
車
は
原
則
、
車
道
の
左

　

側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う

③
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し

　

く
着
用
し
ま
し
ょ
う

④
飲
酒
運
転
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ

　

う
⑤
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意

　

し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
） 

７
１
２
７
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塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
利
用
を
開

始
し
ま
し
た

　

５
月
１
日
か
ら
、
今
年
度
の

プ
ー
ル
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
利
用
時
間

○
5
～
6
月
、
9
～
10
月

・
第
１
部
…
午
後
１
時
～
４
時

・
第
２
部
…
午
後
５
時
～
８
時

○
7
～
8
月

・
第
１
部
…
午
前
９
時
～
正
午

・
第
２
部
…
午
後
１
時
～
４
時

・
第
３
部
…
午
後
５
時
～
８
時

※
正
午
～
午
後
1
時
、
午
後
4
時

　

～
5
時
に
休
憩
が
あ
り
ま
す
。

▼
休
館
日　

毎
週
月
曜

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

　

日
が
休
館
。

▼
利
用
料
金

・
一
般　
　
　
　

２
０
０
円

・
小
・
中
学
生   

１
０
０
円

・
幼
児　
　
　
　

無
料

▼
そ
の
他　

水
着
の
ほ
か
、
水
泳

　

帽
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

で
道
路
を
整
備
し
ま
し
た

～
県
の
施
設
を
見
学
～

「
県
民
バ
ス
」参
加
者
募
集

　

市
で
は
、
経
済
産
業
省
の
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用
し

▼
と
き　

６
月
25
日
㈭

○
第
１
集
合
地

　

余
笹
川
ふ
れ
あ
い
公
園
（
午
前

　

８
時
集
合
、
午
後
５
時
解
散
）

○
第
２
集
合
地

　

那
須
野
が
原
公
園
（
午
前
８
時

　

10
分
集
合
、
午
後
４
時
40
分
解

　

散
）

○
第
３
集
合
地

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

放課後児童クラブ支援員　募集
▶その他　
・申し込む場合には、事前に問い合わせてください
・資格とは、保育士・幼稚園教諭、教員などです
・クラブによっては、支援員会などの会議への出席、研修へ
　の参加、事務仕事がある場合があります

　日中、仕事などで家にいない保護者に代わって、放課
後の時間帯や長期休業日に子どもたちを保育する「児童
クラブ支援員」を募集します。
▶勤 務 日　毎週月～土曜（シフト制）
▶雇用期間　雇用決定～来年3月31日（継続契約あり）

勤務場所
勤務時間 勤務

形態 給与など 募集
人数

申し込み
問い合わせ月～金曜 長期休業期間

土曜
 西那須野地区児童クラブ 8
 カ所のうちいずれか（なか
 よし・三島・槻沢・東・南・
 西・あおぞら・大山）

 下校後
 5時間程度

 午前7時30分～
 午後6時30分  常勤  月給 9 万円（通勤手当・年

 次有給休暇あり） 5人
 西那須野地区
 児童クラブ事務局
 ☎（37）9971

 埼玉小学校放課後児童
 すくすくくらぶ

 午後2時30分
 ～5時30分

 午前8時～
 午後6時
 （交代制）

 常勤
 大卒時給 850 円～、高卒時
 給 800 円（通勤手当・年次
 有給休暇あり）

2人
 埼玉小学校放課後
 児童会すくすくくらぶ
 ☎（62）7626

 豊浦小学童保育会
 とよっこくらぶ

 午後1時～
 7時

 常勤
 非常勤

 常勤：月給（要相談）
 非常勤：資格あり 850 円～
 　　　　資格なし 800 円～

各1人
 豊浦小学童保育会
 とよっこくらぶ
 ☎（64）2757

 稲村小学校放課後児童会
 わんぱくくらぶ

 午後2時～
 6時  非常勤

 資格あり時給830円～、資
 格なし時給 800 円～（通勤
 手当・年次有給休暇あり）

3人
 稲村小学校放課後
 児童会わんぱくくらぶ
 ☎（64）3435

  

募
集

5 月 の 納 税
6月1日㈪が納期限です

●固定資産税　　 第1期
●軽自動車税　　 第1期

～納税は便利な口座振替で～

て
、
次
の
市
道
の
舗
装
・
修
繕
を

行
い
ま
し
た
。

○
市
道
西
富
山
９
３
４
号
線
ほ
か

　

１
路
線
…
舗
装
修
繕
工
事
（
西

　

富
山
地
内
）

○
市
道
豊
浦
佐
野
線
ほ
か
１
路
線

　

…
舗
装
修
繕
工
事
（
下
厚
崎
・

　

佐
野
地
内
）

○
市
道
石
林
・
二
つ
室
線
…
舗
装

　

修
繕
工
事
（
二
つ
室
地
内
）

○
市
道
下
永
田
４
７
１
号
線
…
舗

　

装
修
繕
工
事
（
下
永
田
地
内
）

○
市
道
三
島
西
三
島
１
０
３
号
線

　

…
舗
装
修
繕
工
事
（
三
島
２
丁

　

目
・
西
三
島
１
丁
目
地
内
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
企
画
政
策
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
１
５

　

ル
（
午
前
８
時
50
分
集
合
、
午

　

後
５
時
解
散
）

▼
見
学
施
設

　

林
業
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
）、

　

日
光
自
然
博
物
館

※
昼
食
は
、道
の
駅「
ろ
ま
ん
ち
っ

　

く
村
」
で
各
自
自
由
。

▼
対
象　

大
田
原
市
、
那
須
塩
原

　

市
、
那
須
町
に
住
ん
で
い
る
人

▼
定
員　

50
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
方
法　

１
０
４
円
の
往
復

　

は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に
、

　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、年
齢
、

　

性
別
、希
望
集
合
地
を
添
え
て
、

　

郵
送
（
１
枚
の
は
が
き
で
２
人

　

ま
で
申
し
込
み
可
能
）

▼
申
込
期
限　

６
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　
　
（
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室

　

〠
３
２
０
‐
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
20

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６
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研
修
・
教
室
・
講
座

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
教
室

　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
と
は
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
合
わ
せ
た
よ
う

な
競
技
で
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
を
用
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼
と
き　

６
月
の
毎
週
金
曜
午
後

　

７
時
～
８
時

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

　

園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
民
、

　

市
内
勤
務
者

▼
定
員　

30
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円

　
（
小
・
中
学
生
は
３
０
０
円
）

▼
申
込
期
間

　

５
月
19
日
㈫
～
29
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
そ
の
他　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・

　

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
那
須
塩
原
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

　

ク
協
会
（
河
内
）

　
　
　

☎
・
FAX
（
36
）
６
１
３
１

　
　

nasudiscgolf2
0

0
0

@

　
　
　
　
　
　

yahoo.co.jp

施
設
内
訓
練
生
募
集

「
ひ
よ
こ
の
会
」

参
加
者
募
集

太
極
拳
教
室

▼
と
き　

７
月
１
日
㈬
～
12
月
22

　

日
㈫
（
６
カ
月
間
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
県
北
産
業
技
術

　

専
門
校
（
那
須
町
高
久
甲
５
２

　

２
６
‐
24
）

▼
募
集
科
名　

機
械
加
工
科

▼
定
員　

５
人

▼
対
象　

新
し
く
就
職
し
た
り
、

　

転
職
を
検
討
し
て
い
る
人

▼
参
加
費　

無
料
（
教
材
費
な
ど

　

は
自
己
負
担
）

▼
申
し
込
み　

住
所
地
の
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
に
申
し
込
み

○
黒
磯
地
区
の
人

　

→
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

○
西
那
須
野
・
塩
原
地
区
の
人

　

→
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

▼
申
込
期
限　

５
月
20
日
㈬

▼
入
校
選
考　

５
月
27
日
㈬

※
適
性
試
験
、
面
接
試
験
、
志
願

　

理
由
書
で
の
選
考
を
実
施
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
４
０
０
０

　

三
島
公
民
館
主
催
の
「
ひ
よ
こ

の
会
」（
育
児
の
学
び
の
会
）
が

６
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。

　

育
児
の
勉
強
や
趣
味
の
講
座
な

ど
を
通
し
て
仲
間
作
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
中
は
保
母
グ
ル
ー

プ
が
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
受
講
で
き
ま
す
。

（
一
部
、
親
子
参
加
も
あ
り
）

▼
と
き

　

６
～
12
月
の
主
に
第
２
・
第
４

　

金
曜
の
午
前
（
全
12
回
予
定
）

▼
と
こ
ろ　

三
島
公
民
館

▼
対
象　

市
内
在
住
で
１
歳
半
～

　

３
歳
の
幼
児
を
持
つ
母
親
と
子

▼
定
員　

20
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　

育
児
講
座
・
親
子
遠
足
・

　

美
容
講
座
・
趣
味
の
手
作
り
講

　

座
・
人
形
劇
鑑
賞
・
調
理
講
座

　

な
ど
（
予
定
）

▼
年
会
費

　

子
ど
も
1
人
に
つ
き
５
千
円

※
保
育
補
助
料
・
お
や
つ
代
・
保

　

険
料
・
講
座
補
助
料
な
ど
。

▼
申
込
開
始
日

　

５
月
７
日
㈭
午
前
９
時
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
三
島
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
８
５
３
１

〈
く
ろ
い
そ
太
極
拳
教
室
〉

▼
と
き　

６
月
22
日
～
７
月
13
日

　

の
毎
週
月
曜
午
前
10
時
30
分
～

　

正
午
（
全
４
回
）

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
武

　

道
館
剣
道
場

〈
ひ
が
し
な
す
の
太
極
拳
教
室
〉

▼
と
き　

６
月
22
日
～
７
月
13
日

　

の
毎
週
月
曜
午
後
７
時
～
８
時

　

30
分
（
全
４
回
）

▼
と
こ
ろ

　

東
那
須
野
公
民
館
多
目
的
室

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象

　

市
民
、
市
内
勤
務
・
通
学
者

▼
定
員　

各
回
12
人

▼
内
容　

練
功
18
法
保
健
操
（
準

　

備
体
操
）・
入
門
太
極
拳

▼
参
加
費　

２
千
円

▼
申
込
方
法　

教
室
名
、
氏
名
、

　

電
話
番
号
を
添
え
て
申
し
込
み

▼
申
込
期
間

　

５
月
20
日
㈬
～
６
月
19
日
㈮

▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装

　

で
、
上
履
き
、
飲
み
物
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

○
市
太
極
拳
協
会
（
竹
内
）

☎
０
８
０（
１
１
５
８
）９
４
０
６

　
　
　
　
　

FAX
（
64
）
３
４
３
８

※
申
し
込
み
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い

　

し
ま
す
。

県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

第
37
期
生
募
集

▼
授
業
期
間　

10
月
～
平
成
29
年

　

９
月
ま
で
の
２
年
間

▼
授
業
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
お
お
む
ね
週
１
回
４
時
間
。

▼
対
象　

60
歳
以
上
の
人

▼
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

　

ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
、
健
康
、
文

　

化
伝
承
、
地
域
活
動
な
ど

▼
授
業
料　

年
額
２
万
５
５
０
円

※
ク
ラ
ブ
活
動
、
実
習
教
材
、
交

　

通
費
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
。

▼
申
込
期
間

　

６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

〈
入
学
説
明
会
〉

入
学
を
希
望
す
る
学
校
の
説
明
会

に
出
席
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

●
北
校（
矢
板
市
）…
５
月
22
日

　

㈮
・
６
月
12
日
㈮
午
前
10
時
～

　

正
午

　

☎
０
２
８
７
（
43
）
９
０
１
０

●
中
央
校（
宇
都
宮
市
）…
５
月
21

　

日
㈭
・
６
月
８
日
㈪
午
前
10
時

　

～
正
午

　

☎
０
２
８（
６
４
３
）３
３
９
０

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
高
齢
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
７

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
６
２
３
１

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
２

塩
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レク名 とき ところ

 レクゲーム    5月18日㈪

 東那須野公民館
 ニュースポーツ（バンブーダンス）   6月15日㈪

 昔あそび（ベーゴマほか）    7月27日㈪

 脳トレゲーム    8月24日㈪

 ニュースポーツ（クッブほか）    9月11日㈮  高林公民館

 ソング    9月28日㈪

 東那須野公民館

 福祉レクゲーム  10月26日㈪

 昔あそび研究  11月16日㈪

 フォークダンス  12月21日㈪

 木工クラフト    1月18日㈪

 レクダンス    2月15日㈪

 レクゲーム大会    3月28日㈪

回 とき 内容

1  6月5日㈮
 開講式、講話「地域活動の現状と課題解決に向けてリーダーに期待すること」、
 「地域活動を充実させるために～今、地域活動が求められている理由～」、情報交換・グループ研究①

2  6月24日㈬  事例発表・グループ協議「実践事例から学ぶ地域活動の実際」、グループ研究②

3  7月5日㈰
 講話「男女共同参画社会の実現に向けて」、
 とちぎ男女共同参画センター内見学、ワークショップ

4
 6月6日㈯～
 7月27日㈪

 グループ研究③「地域活動の実際」（フィールドワーク）

5  7月28日㈫  演習「リーダーに求められるコミュニケーションスキル」、グループ研究④

6  8月4日㈫  講話「地域づくりとボランティア活動」、グループ研究⑤

7  8月25日㈫  講話「女性教育推進連絡協議会について～女性団体活動の実際～」、グループ研究⑥

8  9月9日㈬
 グループ研究⑦　発表会・講評
 講話「地域で活躍するリーダーに求められるもの」
 閉講式（交流会）

女性教育指導者研修
～地域を活性化させるリーダーを目指して～

2015 那須塩原市レクリエーション教室

地域活性化のための団体活動や男女共同参画社会の
在り方について学び、指導者としての資質の向上を
目指しましょう。

▶研修時間　午前10時～午後4時　　▶募集人数　2人（交通費支給）
▶ところ　県総合教育センター、とちぎ男女共同参画センター
▶対象　女性団体、家庭教育学級、その他学習グループなどで指導的立場を担う男女
▶申込期限　5月20日㈬　▶申し込み・問い合わせ　本市民協働推進課　☎ (62)7019

▶対象　レクリエーション活動に関心のある人　　▶定員　30人（1回ごとの参加も可）
▶参加費　全日程参加…2,000円（資料代、保険料など）、1回ごと…200円、資格取得の認定料1コマ…500円
▶申込期限　5月13日㈬（1回ごとの申し込みは希望日の前日までに市レクリエーション協会菊地に連絡）
▶その他　日本レクリエーション協会「インストラクター」の資格が取得できます
▶申し込み・問い合わせ　
　市レクリエーション協会　（菊地）☎090（3474）1659　（小泉）☎080（6567）5068

年齢を問わず楽しめる教室が盛りだくさんです。

ニュースポーツ
（カローリング）
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ハロープラザ
Tea Room 開店

日本茶、紅茶、中国茶、コーヒーなど、それぞれ
のおいしい淹れ方、飲み方をプロから学びます。
おいしいお茶やコーヒーで、日常の生活に潤いを
プラスしてみませんか。
▶とき　６月～11月の土曜午後１時30分～４時
　　　　（全7回程度）
※詳しい日程は申し込み時に確認してください。
▶定員　16人　※定員になり次第締め切り。
▶講師　各専門店の皆さん

〈共通事項〉
▶ところ　ハロープラザ
▶対象　市民　　▶参加費　無料　※実費負担あり。
▶申込開始日　5 月 20 日㈬午前 9 時～
▶その他　申し込みは月曜、祝日以外の午前 9 時から午後 5 時までにお願いします
▶申し込み・問い合わせ　ハロープラザ　☎（35）2006

市
民
大
学
地
域
い
き
い
き
学
部
講
座

塩原文学ガイドボランティア
養成講座

明治以降の文豪が愛した「塩原」と文学のつながり
を講義と現地研修で学び、修了後は塩原文学ガイド
ボランティアとして活躍できる知識を習得します。
▶とき　講義・現地研修（全８回）
　6月13日㈯、6月20日㈯、7月10日㈮
　7月29日㈬、8月5日㈬、8月29日㈯
　9月17日㈭、10月9日㈮
※時間は午前９時30分～正午。（ハロープラザでの
　講義の後、バスで現地に移動）
▶定員　15人　※定員になり次第締め切り。
▶講師　千葉昭彦氏（塩原文学研究会）

講座 とき ところ 定員 教材費 申込期限

 ほっこり
 パンづくり 

 7月23日～8月27日の毎週木曜（全5回）
 午後7時～午後9時30分
 ※8月13日は休講。

 厚崎公民館 調理室 20人 3,000円 6月25日㈭

 ヨガ（女性限定）
 7月29日～9月9日の毎週水曜（全6回）
 午後7時30分～午後8時30分
 ※8月12日は休講。

 いきいきふれあいセンター
 多目的ホール 30人 無料 7月8日㈬

勤労青少年ホーム講座

▶対象　おおむね 40 歳以下の市民・市内勤務者
※申込者多数の場合は、抽選になります。
▶その他　教材費以外に利用者会費として、1,000円が必要です
▶申し込み・問い合わせ
　勤労青少年ホーム　☎（73）5300　（土・日曜、祝日を除く午後1時～6時30分）
　　　　　　　　　　　home@nshome.jp　〔住所・氏名・年齢・電話・職業（勤務地）を記載〕

合
気
道
見
学
会

　

技
の
体
験
、
稽
古
の
見
学
な
ど

を
通
し
て
、
合
気
道
を
学
べ
る
見

学
会
で
す
。

▼
と
き　

５
月
の
毎
週
月
・
木
曜

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▼
と
こ
ろ

○
月
曜

　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
柔
道
場

○
木
曜

　

く
ろ
い
そ
運
動
場
柔
道
場

▼
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市

　

民
、
市
内
勤
務
者

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装

　

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
合
気
道
連
盟
（
大
谷
）

☎
０
９
０（
３
５
３
３
）２
４
５
５

　

nasuaiki@
gm

ail.com

火　災 救　急
建物   5 件 交通事故   35 件
林野   0 件 急病 250 件

その他   5 件 その他   94 件
27年の
累計    26 件 27年の

累計   1,114 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180－992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 3 月の火災と救急
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初
心
者
向
け

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

海
浜
夏
ま
つ
り

▼
と
き　

６
月
の
月
・
金
曜
午
後

　

６
時
30
分
～
８
時
（
全
８
回
）

▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
屋

　

外
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

小
学
生
以
上
の
市
民
・

　

市
内
勤
務
者

▼
定
員　

30
人
程
度

※
申
込
数
が
10
人
以
下
の
場
合
は

　

開
催
し
な
い
場
合
あ
り
。

▼
参
加
費
（
保
険
料
含
む
）

○
高
校
生
以
上　

２
４
０
０
円

○
小
・
中
学
生　

１
６
０
０
円

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈰

▼
そ
の
他　

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
適
し

　

た
服
装
で
靴
、
飲
み
物
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み

○
く
ろ
い
そ
運
動
場
（
白
戸
）

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
１
３

▼
と
き　

７
月
11
日
㈯
～
12
日
㈰

　
（
１
泊
２
日
）

▼
と
こ
ろ

　

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

▼
定
員　

県
全
体
で
約
２
５
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容　

○
開
会
行
事
…
マ
ロ
ニ
エ
ウ
イ
ン

　

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

○
全
体
活
動
…
地
引
き
網
体
験
、

　

お
祭
り
広
場

○
自
由
活
動
Ⅰ
…
プ
ー
ル
活
動
、

　

ス
ポ
ー
ツ
館
活
動

○
自
由
活
動
Ⅱ
…
磯
節（
民
謡
）鑑

　

賞
・
体
験
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

▼
参
加
費　

・
大
人　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

・
高
校
生　
　
　
　

４
５
０
０
円

・
中
学
生　
　
　
　

３
７
０
０
円

・
小
学
生　
　
　
　

３
５
０
０
円

・
３
歳
以
上
就
学
前
２
７
０
０
円

・
３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
夕
食
の
特
別
食
希
望
者
、
２
日

　

目
の
昼
食
希
望
者
は
、
別
途
料

　

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

事
業
名
「
海
浜
夏

　

ま
つ
り
」、住
所
、代
表
者
氏
名
、

　

電
話
番
号
、
参
加
希
望
者
の
氏

　

名
、
性
別
、
年
齢
（
学
年
）
を

　

添
え
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

電
話
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

６
月
８
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田

　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
６
‐
２

　

☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　

FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

　
　

kaihin-info@

　
　
　

tm
f.or.jp

（
申
込
専
用
）

  

催
し

成
年
後
見
無
料
相
談
会

烏
ヶ
森
公
園　

花
ま
つ
り

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

が
、
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
行

う
と
き
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

支
援
し
、
権
利
や
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
「
知
的
障
害
の
あ
る
子
の
将
来

が
心
配
」「
認
知
症
の
母
が
悪
質

商
法
の
被
害
を
う
け
て
い
る
」
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
支
援

に
携
わ
っ
て
い
る
人
、
ま
た
「
制

度
の
内
容
が
ど
ん
な
も
の
か
知
り

た
い
」
と
い
う
人
は
、
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

５
月
19
日
㈫
午
前
10
時
～
正
午

※
相
談
は
１
人
１
時
間
以
内
。

▼
と
こ
ろ

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

司
法
書
士
（
リ
ー
ガ

　

ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支
部
会

　

員
）

▼
そ
の
他

・
予
約
優
先
で
す
が
、
空
き
が
あ

　

れ
ば
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

・
次
回
の
相
談
会
は
８
月
18
日
㈫

　

に
開
催
予
定

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

▼
と
き　

５
月
17
日
㈰
午
前
10
時

　

～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

烏
ヶ
森
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

※
雨
天
時
は
三
島
ホ
ー
ル
。

▼
内
容　

吹
奏
楽
演
奏
、
ダ
ン
ス

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、郷
土
芸
能
、

　

お
楽
し
み
福
引
大
会
、
物
産
展

　

示
即
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

な
ど

※
雨
天
時
は
中
止
に
な
る
催
し
物

　

も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
那
須
野
観
光
協
会
事
務
局

　
（
西
産
業
観
光
建
設
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
７

介
護
予
防

　
　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〈
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

８
月
４
日
～
11
月
17
日

　

の
毎
週
火
・
金
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容

　

体
力
測
定
、
水
中
運
動
な
ど

▼
定
員

　

午
前
・
午
後
の
部
各
10
人

〈
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

８
月
３
日
～
11
月
12
日

　

の
毎
週
月
・
木
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容

　

体
力
測
定
、
マ
シ
ン
運
動
な
ど

▼
定
員

　

午
前
・
午
後
の
部
各
8
人

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険

　

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

▼
と
こ
ろ　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
時
間

○
午
前
の
部
…
9
時
30
分
～
11
時

○
午
後
の
部
…
2
時
30
分
～
4
時

▼
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

▼
申
込
期
限　

６
月
30
日
㈫

▼
そ
の
他

　

送
迎
は
希
望
者
の
み
行
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
２
２
１
０

那須塩原市
シニアセンター

日新中

看板あり

コンビニ

スーパー

スーパー

豊浦小

黒磯駅

宇都宮方面
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ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ

し
お
ば
ら
２
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭

　

大
地
の
鼓
動
Ｂ
ｅ
ａ
Ｔ
塩
原
温

泉
を
盛
り
上
げ
る
有
志
の
会
の
主

催
で
、
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。
塩
原
温
泉
で
ジ
ャ
ズ
の

調
べ
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

５
月
24
日
㈰
午
前
11
時

　

～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

塩
原
も
の
語
り
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
出
演
者　

ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ
・

　

ハ
ー
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
も
の
語
り
館

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
４
０
０
０

　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

祭
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
ま
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
や

友
人
を
誘
っ
て
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。
参
加
賞
も
用
意
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き

　

５
月
16
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

　

に
し
な
す
の
運
動
公
園

▼
内
容　

キ
ン
ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー

那
須
野
ヶ
原
う
ん
ま
い
も

ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
強
歩

in
日
新

　

今
年
も
栃
木
県
の
ご
当
地
グ
ル

メ
が
千
本
松
牧
場
に
大
集
合
！

　

県
内
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
や
、
大
好
評
の
“
な

す
し
お
ば
ら
バ
ー
ガ
ー
”
も
出
店

し
ま
す
。家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
、

絶
品
グ
ル
メ
を
堪
能
し
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

５
月
24
日
㈰
午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

ホ
ウ
ラ
イ
千
本
松
牧
場

▼
と
き　

6
月
21
日
㈰
午
前
6
時

　

20
分
受
け
付
け
、
午
前
6
時
50

　

分
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所　

日
新
中
学
校

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
者

※
豊
浦
小
、
鍋
掛
小
、
日
新
中
の

　

児
童
・
生
徒
も
参
加
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

○
わ
く
わ
く
コ
ー
ス

　
　
　
　

  （
42
・
１
９
５
㎞
）

○
ら
ん
ら
ん
コ
ー
ス
（
22
㎞
）

○
ゆ
う
ゆ
う
コ
ー
ス
（
14
㎞
）

○
ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ス
（
9
㎞
）

▼
参
加
費　

３
０
０
円（
運
営
費
、

　

参
加
賞
、
カ
ッ
プ
み
そ
汁
代
）

▼
持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
飲
み

　

物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

▼
申
込
方
法　

と
よ
う
ら
公
民
館

　

や
鍋
掛
公
民
館
に
あ
る
申
込
書

　

に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　

6
月
11
日
㈭

▼
そ
の
他　

お
茶
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

　

リ
ン
ク
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

　

り
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
と
よ
う
ら
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
３
１
２
２

○
鍋
掛
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
１
１
６
４

塩
谷
看
護
専
門
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

～
事
業
所
向
け
～

来
春
新
規
学
卒
予
定
者

求
人
説
明
会

　

学
校
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、

看
護
技
術
の
体
験
、
在
校
生
と
の

懇
談
会
、
寮
・
実
習
先
医
療
機
関

の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

　

５
月
30
日
㈯
・
６
月
13
日
㈯

　

７
月
25
日
㈯
・
８
月
６
日
㈭

　

８
月
22
日
㈯
・
９
月
19
日
㈯

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
10

　

分
～
11
時
50
分
。

▼
と
こ
ろ　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

塩
谷
看
護
専
門
学
校
（
矢
板
市

　

富
田
77
‐
６
）

▼
申
込
方
法　

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
の
フ
ォ
ー
ム
か
電
話
で
申
し

　

込
み

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
国
際
医
療
福
祉
大
学

　

塩
谷
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
２
８
７
（
44
）
２
３
２
２

　

来
春
の
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
を
申
し
込
む
事
業
所
を
対

象
に
、
求
人
の
取
り
扱
い
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

５
月
27
日
㈬
午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
黒
磯

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
１
４
４

　

ツ
吹
矢
、
さ
い
か
つ
ぼ
ー
る
、

　

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー

　

ド
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
野
ヶ
原
う
ん
ま
い
も
ん

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
（
西
那
須
野
商
工
会
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
６
９
７ 何品食べられるか試してみてはいかがでしょうか

革製品は傷んでも直すことができます！
本革・合成皮革・フェイクレザーもお任せ下さい。
色はげ・ひび割れ・すり傷・汚れ・シミ…諦めていませんか？
車の内装品・鞄・靴・ソファーなど、あらゆる物に対応い
たします。

革製品の補修

〒325-0017  栃木県那須塩原市黒磯451-2
TEL/FAX：0287-62-2404  　Mobile：090-2550-9560
E-mail：qqmb3uk9k@io.ocn.ne.jp

革工房 ムロイ

広　

告
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柳
やなぎば

場美
み え こ

枝子さん
　　　～プロフィール～
那須塩原市民大学地域づくり学部
「生涯学習コーディネーター養成
講座」の第 1期生。現在、気が合
う同期の 7人とともに、イベント
の企画・運営などを通して地域づ
くり、仲間づくりに励んでいます。
その他にも、「県女性教育推進連
絡協議会」・「NPO 法人中高年齢
期を愉しむたまて箱の会」の役員、
少年指導員を務めるなど多方面で
活躍中。

№13

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
自
分

自
身
で
何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
思
い

を
抱
い
て
い
た
時
に
、
市
民
大
学
開
学
の

話
を
聞
き
、「
こ
れ
だ
！
」
と
す
ぐ
に
入
学

を
決
め
ま
し
た
。

　

私
が
受
講
す
る
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
今
年
度
は
「
絆
づ

く
り
実
践
講
座
」
と
し
て
実
施
）
は
、
座

学
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど
の
実

践
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
基

礎
知
識
を
習
得
す
る
講
座
で
す
。　

　

入
学
後
、
年
代
も
性
別
も
ば
ら
ば
ら
な

人
た
ち
と
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
と
き

は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
ブ
ー
ス
を

話
し
合
う
1
泊
2
日
の
企
画
会
議
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
、
状
況
は
一
変
。
気
の
合
う

仲
間
と
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
ア
イ

デ
ア
を
練
り
、
創
り
あ
げ
る
楽
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
第
1
期
生
の
チ
ー
ム
名
は
、「
ハ

イ
タ
ッ
チ
Ｚ
」。「
何
事
に
も
一
生
懸
命
に

取
り
組
も
う
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
チ
ー

ム
全
員
で
、
喜
び
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
で
き

る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
な
す
し
お
ば

ら
ま
な
び
博
覧
会
」
で
は
、
子
ど
も
目
線

に
な
っ
て
企
画
し
た
手
作
り
作
品
の
販
売

や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
魚
釣
り
な
ど
の
体

験
型
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
訪
れ
た
多
く
の

子
ど
も
た
ち
は
、
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み
、

最
高
の
笑
顔
に
。
ね
ら
い
ど
お
り
の
大
成

功
で
、
チ
ー
ム
全
員
で
喜
び
の
ハ
イ
タ
ッ

チ
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を

原
動
力
に
、
こ
の
チ
ー
ム
で
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課

　
　
☎
０
２
８
７（
37
）５
３
６
４

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
生
涯
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
25
年
10
月
に
開
学
し
た
那
須
塩
原
市
民
大
学
。
今
回
は
、「
生
涯
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の
第
１
期
生
、
柳
場
美
枝
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人

↑イベントでは、子どもたちとのコミュニケーションを楽しんでいます。
　「ハイタッチ Z」のトレードマークは緑のニット帽

↑企画会議で活発に意見が飛び交います

↑上手に釣れるかな ･･･ 魚釣りコーナー

一歩踏み出す人を

応援するまち

仲間と一緒に創りあげる楽しさと
子どもたちの笑顔がチームの原動力


